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PF- NOTE 製品仕様

DS・3840-5・2506Pn10HA

型番 商品名 本体価格

4-800-0750 PF-NOTEソフトクリッカー 50 台ライセンス オープン価格

4-800-0751 PF-NOTEクラウドクリッカー 50 台利用料（1 年間） オープン価格

PF-NOTE クリッカー

CPU インテル® Core i5プロセッサー

メモリ 8GB

SSD 500GB 

映像入力 内蔵Webカメラ、USBカメラより２式選択

録画形式 録画形式H.264形式 コンテンツファイルHTML5

OS Windows® 11 Pro 64ビット （日本語版）

操作端末
iPad、iPhone（iOS17 以降）、パソコン（Edge、Chrome）、
Android（Android 15以降）

型番 商品名 本体価格

4-800-0772 PF-NOTE V5 ポータブル本体 オープン価格

PF-NOTE V5 ポータブル

ACアダプタ 外部音声入力機器Webカメラ

▶付属品 ※�外観が変更になる場合があります。

セカンダリモニタ
教員用パソコン ビデオカメラ ビデオカメラ 反応確認用モニタ

教室音響設備

システム構成図

スマホ

分配器
もしくは

クラウドクリッカー
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授業や実習の様子を映像で客観的に分析、授業や実習の様子を映像で客観的に分析、
学生全員の意見を簡単収集学生全員の意見を簡単収集！！

PF-NOTE の利用シーン

こんな授業をしてみませんか？こんな授業をしてみませんか？  〜学生の「主体的な学び」を促進する活用シーン〜〜学生の「主体的な学び」を促進する活用シーン〜

●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●

●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

学校

自宅

学生のプレゼンテーションの最中に、教員や他の学生が気付いたポイ
ントをクリッカーで映像と一緒に記録します。録画後にすぐ再生して 
そのポイントをフィードバックできます。

実習トレーニングは実践力を養う大切な教育カリキュラムです。しかし、
せっかくの実習もやったきりではなかなか身につかないものです。そこで、 
PF-NOTEを活用すれば、実習を行った自分の様子を映像で即確認するこ
とができ、効果的に習得することが可能になります。

●●●●●
●●●●●
●●●●●

●●●●●
●●●●●●●●●

●●●●●

面接の練習を収録すると同時に、指導・改善したい箇所をクリッカーで
マークすることができます。また、収録後その場ですぐ再生でき、マーク
した箇所や見たいシーンも簡単に頭出し再生が可能です。

教員が授業中に学生の反応を確かめたい時にクリッカーで即時に理解
度の確認ができます。また、学生が授業でわからなかった箇所やもう 
1度聞きたい箇所をマークすることで授業の振り返りが行えます。

学生の反応をその場で

収集・可視化
学生の理解度や回答状況を

把握・分析
ワンタッチで映像を

録画・再生

授業や実習での利用 医療系実習 就職面接練習授業研究や教員養成での利用

PF-NOTE は授業やプレゼン発表、授業研究、医療系実習などの様々な分野で、
映像・反応・回答を記録し、瞬時に可視化できる支援ツールです。

授業や
プレゼンテーションなどで…

振り返りや
自学自習などで…

  �大人数の授業や複数教室での授業で学生
を主体的に参加させたい。

  �授業中に学生個人の考えや意見を表明さ
せ、クラス内で共有したい。

  �学生の興味やモチベーションを高めたい。

  �学生の発表のどこが良かったか、悪かった
かをうまく伝えたい。

  �自分の授業で効果的なところ、改善したい
ところなどを振り返りたい。

  �学生が授業の復習や試験対策等で役立て
たい。

例えば…
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授業では 授業後は

PF-NOTEで拡がる授業や実習での利活用PF-NOTEで拡がる授業や実習での利活用

アクティブ・
ラーニングの
授業（例）

教員 授業目標と概要を説明する。
課題（テーマ）を説明する。 学生を観察し、討議を促す。 発表に対するフィードバックを考える。 ファシリテーションを行い、議論をまとめるとともに

コメントをする。 (授業目標の達成度を判断し、次回の授業に備える)

学生 個人／ペア／グループで課題と解決策を考え討議する。 個人／ペア／グループでまとめた結果を発表する。 発表内容や指摘ポイントを確認する。

リフレクション（振り返り）発表する個人／ペア／グループで考える全体説明

PF-NOTEを
取り入れると… クリッカーを利用して、前の授業など学生の理解度や反

応を収集する。
発表の様子を録画しながら、クリッカーで教員や学生
の反応を収集する。

発表内容（映像）と反応結果（クリッカー情報）を照ら
し合わせる。

授業の振り返りや学生の反応結果を確認する。

　　教員
● 学生を授業へ引き付けるキッカケをつくれる。
● 学生と教員のコンタクトを促し、知識レベルを確認できる。
● 双方向のコミュニケーションが行える。

●� 発表に対するフィードバックを考える。ファシリテーションを行い、 
議論をまとめるとともにコメントをする。

● 素早いフィードバックを与えることができる。
● 学生の回答状況や発表内容を確認できる。

　　学生 ● 授業への参加意欲が高められる。
● 他の学生の反応や考え方を知り比較することができる。

● 発表内容に対して、良かった点、課題点を映像と照らし合わせながら見つけられる。
● 学生間で協力する機会を増やすことができる。
● 発表している学生に事実に基づいた素早いフィードバックを与えることができる。

● �発表内容や指摘ポイントを何度も繰り返して確認する 
ことができる。それによって、授業内に発見できなかった 
課題に気づくことができる。

PF-NOTE
活用例

教員が授業中に確認したい点を瞬時にアンケート集計!!

�▲ アンケート集計画面
教員が作成した選択式のアンケートや問題に対して、学生がクリッカーで瞬時に反応。反応した結果はグ
ラフ化され簡単に把握できます。

リモート参加者も双方向で積極的に参加可能に!!

簡単・手軽・高画質。ワンタッチで   授業をまるごと収録!!

� ▲  録画モード
２つのカメラで授業や実習の様子をまる
ごと収録。クリッカーによる簡単操作で
反応を記録します。

学生の反応を瞬時に把握、教室内   で共有!!

� ▲  再生モード
授業や実習の記録と同時に、教員や学生
の反応を時間に合わせてグラフ化。確認
したい点をクリックすればその時の映像
や反応結果がすぐにわかります。

授業終了後に教員が学生の反応結果を簡単・瞬時に把握・分析!!

�▲ 問題別一覧表示
教員が実施したアンケートや確認テスト 
の一覧表示を問題別に表示できます。
各問題ごとに回答状況がグラフで表示
されます。

� ▲  ダッシュボード
PF-NOTEで収集した記録
をダッシュボードで一覧表
示。記録した反応結果を様々
な 角 度 からデ ー タの 可 視
化が行え、学生の反応の把
握・分析が行えます。

授業終了後に学生がコンテンツをブラウザからいつでも振り返ることが可能!!

発表や振り返りでは… 授業後は…授業では…

専用サーバ（オプション）
を設 置することにより、
学生がキャンパス内や自
宅からいつでもコンテン
ツを確認できます。

PF-NOTE と Web
会 議 を 併 用 し て、
PF-NOTEの映像を
Web会 議で配 信す
ることで、教員・学
生 間 の 反 応 収 集・
対話を行いながら、
双方向で学習できる
ハイフレックス授業
を実現できます。
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CASE

1
授業や実習での利用授業や実習での利用
学生が主体性を持って自律的・能動的に学習することが可能です。

現
場
の
先
生
の
声

東北大学　中
なか

島
じま

 平
たいら

 先生
PF-NOTEのクリッカー機能は、主に教員学生間、学生同士のコミュニケーションを促進するために使っています。
それでアクティブ・ラーニングを効果的に実施するために必要な、自由に質問・発言できるクラスの雰囲気づくりに
役立っています。特に大人数授業の初回で、クラスの雰囲気が変わるのを実感しています。またプレゼンテーション 
や模擬授業の実習では、ある学生がどのポイントで良かったのか、あるいは改善ができるのかを映像の証拠という
具体的な事実に基づいて全員で確認、議論できます。これは当該学生にとっても、周りで見ている学生にとっても
高いインパクトがあり、次回の実習ではほぼ全ての学生に改善が見られます。

実習での活用授業での活用

授業中にクリッカーを利用して、学生の反応（思考過程や理解
度）を瞬時に把握できるため、学生の参加意欲を高めるなど授業
の活性化が行え、小テストやアンケートなどがリアルタイムに行
えます。さらに遠隔授業など、教室やキャンパスの異なる授業で
も学生の反応結果を収集することができます。

プレゼンテーションにおいて、発表している学生の表現方法・話
し方・発表態度・資料など、教員や他の学生が気づいたところを
クリッカーでマークし、その証拠となる映像とともに反応結果を
伝えることができます。

パソコン画面などの画像情報と映像・音声情報をリアルタイムに
ビデオファイルとして保存することができます。授業後は編集作
業などの手間いらずで、すぐにe-ラーニング教材として活用でき
ます。

プレゼン発表後のリフレクションにおいて、教員が気づいたポイン
トなど記録映像を見ながら学生にアドバイスができます。また、
他の学生がマークした情報のサマリを映像とともに再生できるの
で、学生の関心が高いところなどを振り返りの材料として使うこ
とができます。

クラスを活性化する雰囲気づくりや
理解度の確認に利用できる。

プレゼン発表者に対して
即時に反応結果を伝えられる。

簡単に授業映像を収録でき、
すぐに反復学習などの教材として使える。

プレゼン発表者に事実となる映像の証拠
を見せながら改善点を指導できる。
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PF-NOTEポータブル

●●●●●

●●●●●

●●●●●●●●●

●●●●●

●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●

※�所属・肩書は取材当時のものです。
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CASE

2
授業研究や教員養成での利用授業研究や教員養成での利用
授業の様子や児童生徒の学習状況・理解度が確認できます。

授業研究での活用授業での活用

授業中にクリッカーを利用して児童生徒の反応を瞬時に収集で
きるため、導入・展開時に興味・関心を持たせるきっかけづくり
や、まとめの段階での理解度の確認に利用することができます。

授業の内容や児童生徒の様子や授業観察で気づいたポイントを
記録できるので、授業後に気づいた場面や確かめたい内容につい
て、ポイントとなる映像を確認しながら振り返ることができます。

児童生徒の個人発表やグループ発表において、発表者の表現方
法・話し方・発表態度・資料などについて、その証拠となる映像
とともに反応結果を伝えることができます。

焦点化したい児童生徒を予め指定しておき、観察者が授業中に
気づいた仕草や行動場面をマーク。授業後に対象となる活動に
ついて、映像を確認しながら振り返ることができます。クラス担
任が気づかなかった様子を確認できるとともに、教員間で対象と
なる児童生徒への接し方などを共有することが可能です。

授業の活性化や児童生徒の
理解度の確認に利用できる。

先生と児童生徒の様子を同時に
照らし合わせて確認できる。

児童生徒の発表シーンで
即時に反応結果を伝えることができる。

児童生徒の活動を確認・把握・共有
ができる。

POINT
POINT

POINT
POINT

●●●●●
●●●●●
●●●●●

●●●●●
●●●●●●●●●

●●●●●

●●●●●
●●●●●
●●●●●

●●●●●
●●●●●●●●●

●●●●●

●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

現
場
の
先
生
の
声

倉敷市情報学習センター　尾
お

島
じま

 館長
若手教員育成のためにPF-NOTEを活用しています。具体的には授業で行われている若手教員と児童生徒の様子を
撮影記録し、ベテラン教員が良かったところと、気がかりなところをクリッカーで記録。授業後に集まり、映像や反応
記録と照らし合わせながら振り返りを実施しています。PF-NOTEでは教員と児童生徒の様子を２画面同時に見られ
るので、教員の説明のスピードや抑揚、問いかけに対する間の取り方に対して、児童生徒の集中度合や関心度を映像
で振り返られるところが役に立っています。特に若手教員に自分が良かったところを映像で見せ「何が良かったか」
を問いかけることにより、今まで気づかなかった自分の良いところを発見できる点が良いと思っております。

※�所属・肩書は取材当時のものです。
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CASE

3
医療系の授業や実習医療系の授業や実習（診療面接など）（診療面接など）での利用での利用
授業の活性化や、OSCE ／アドバンストOSCE などの実習時のフィードバックを円  滑に実施。

●●●●●

●●●●●
●●●●●●●●●

●●●●●

●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●
●

●
●
●
●

実習での活用授業での活用

授業中にクリッカーを使用して、学生の知識レベルや反応（思考
過程や理解度）を瞬時に把握したり、それに基づいた講義の再構
成・展開などアクティブ・ラーニングの要素を取り入れた一斉授
業が行えます。さらに遠隔授業など、教室やキャンパスが異なる
授業でも学生の反応結果を収集することも可能です。

OSCEやアドバンストOSCE、診療面接実習などの様々な実習シーンに
おいて、医師役や模擬患者役の実技の様子を記録。その手技や応対
など教員や他の学生が気づいたところをクリッカーでマークし、その証
拠となる映像とともに反応結果を伝えることができます。また模擬患者
役にクリッカーを持たせることにより、実習での「応対に対する共感度」 

「手技やフォロー面に対する反応」について収集することも可能です。

講義や演習の映像・音声情報、教員が利用した教材などを一元化
し、リアルタイムにビデオファイル化することが可能です。収録し
たコンテンツはすぐにe-ラーニング教材として利用できますので、
サーバなどに保存しておけば、学生はいつでも授業の反復学習が
行え、知識の定着をはかることができます。

実習後のリフレクションにおいて、教員が気づいた要点・ポイン
トなど記録映像を見ながら学生にアドバイスができます。また
他の学生がマークした情報のサマリを映像とともに再生できるの
で、学生の反応が集中しているところ、相違しているところを振り
返りの材料として利用することができます。

大人数授業での学生の知識レベル・
思考過程を瞬時に把握でき、
それに基づいて講義を再構成できる。

様々な実習で即時に
反応結果を伝えられる。

様々な講義収録、演習の録画を簡単に
行え、反復学習により知識の定着に
役立てられる。

実習後のリフレクションで
教員・学生からの
フィードバックを確認できる。

POINT
POINT

POINT
POINT

現
場
の
先
生
の
声

大阪府立大学　真
ま

嶋
じま

 由
ゆ

貴
き

恵
え

 先生
看護学部の必修科目「疫学」（受講者100名超）でアクティブ・ラーニングを実施し、その一部でPF-NOTEを利用、主体的な学習を行わせ
るように工夫しています。具体的には、疫学調査に関する最新のトピックスを学生に発表させるとともに、他の学生にはピアレビューを行わせ、
しっかり聴いて考えることを促しています。更には、授業終了時に学生自身が授業内容を振り返ることのできるよう振り返りシートに学習した
内容や質問、感想などを記入させ、毎回教員からコメントをして学習意欲の向上に繋げています。PF-NOTEは、こうした授業をすすめる中で、
講義資料や小テストにおける低正答率問題や今日のニュースで発表された疫学調査項目の提示などを行い、復習や考え方、実態の把握等に
利用しています。学生からは、参加しやすく、すぐに回答した結果や意見を他の人と比較できる点が良いとの感想をいただいています。学生
の内省的で主体的な学習を促進するためには、このような学生自身のアウトプットと学生へのフィードバックを意識した授業は効果的であると
感じています。

PF-NOTEポータブル

※�所属・肩書は取材当時のものです。


